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１．概要（Summary） 

感圧塗料は，気流中にある物体の表面圧力を計測す

る手法として，現在航空宇宙の分野をはじめとして様々な

分野において適用されている．ある種の塗料に特定の波

長の光を照射すると，塗料を構成する分子は励起状態に

遷移し，その後失活するときに定まった波長の光を放射

する．この光の強度は酸素濃度が高くなるほど低くなり，

感圧塗料ではこの性質を利用して圧力を計測する． 

高速流れの現象では圧力変化に対して応答速度の高

い感圧塗料が必要であり，近年では陽極酸化被膜型感

圧塗料（以下，AA-PSP）が最も応答速度の高い塗料とし

て認知されている．感圧塗料を高圧・高速流れで適用す

る場合，高圧の条件では発光強度が低くなるので，弱い

発光を短い露光時間で取得するので画像において SN

が低くなる問題が生じる．この問題を解決するためには，

感圧塗料の高輝度化が必要になる．そこで本研究では

AA-PSP コーティング表面に微細加工を施すことで

AA-PSP の高輝度化をはかり，微細加工の効果を検証し

た． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

スパッタ（金属，絶縁体）蒸着装置，洗浄ドラフト一式，

シリコン専用の各種熱処理（酸化，拡散）装置一式，マス

クレス露光装置，Deep Reactive Ion Etching 装置

（Bosch プロセス），電界放出形走査電子顕微鏡（FE- 

SEM）（電子線後方散乱回折(EBSD)付属），デジタルマ

イクロスコープ群 

 

【実験方法】 

微細加工を施したアルミ板に陽極酸化被膜を作成し，

被膜に感圧分子を吸着させたサンプルを作成した．この

サンプルに励起光を照射して得られる発光画像を，大気

の状態と窒素雰囲気において取得した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 は微細加工の有無による発光特性の違いを示し

たものである．微細加工を施すことで発光強度が増加した．

また，微細加工の表面積は微細加工をしない表面積の

1.7 倍程度であるが，発光強度は 4 倍になった．この理由

については不明である． 

 

Fig. 1  Comparison of AA-PSP luminescence 

intensities with and without microfabrication 
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